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世界珍食紀行続
第２回　クウェート――国民食マチブースと羊肉のはなし
石黒大岳
2018年5  月
　湾岸アラブ諸国の「珍食」とは、強いて言えば
ラクダ肉だろうか。クウェートでは、イラク国境
への道沿いで食肉用に放牧されたラクダとふれ
あったり、 部族代表議員の選挙キャンペーンで
選対本部の置かれたテントに若いラクダが繋が
れているのを目撃したことはあるのだが（選挙戦
終盤に屠って集会参加者に振る舞い、気勢を上げ
るという）、筆者にはいまだにラクダ肉を口にす
る機会がなく、至極残念である。
　そこで代わりと言っては何だが、 ここではク
ウェートの国民食であるマチブースを取り上げた
い。マチブースとは、ご飯（インディカ米）の上
に鶏肉、羊肉、または魚がどんっとのっかった見
た目をしており、油で炒めた玉ねぎとニンニクに
ターメリック、クミン、カルダモン、シナモン
地元料理レストランのマチブース1人前（筆者撮影）
など香辛料を加えたベースに、メインの具材とな
る肉や魚と水、米を加えて作る炊き込みご飯の一
種である。多少の製法や材料は異なるものの、見
た目は南アジアのビリヤーニーとほとんど違わな
い（と思う）。似たようなものが近隣国ではカプ
サ、 マンディーと呼ばれているが、 料理に疎い
筆者には、未だにマチブースとの違いが判然とし
ない。とはいえ、アラブ料理といえばピタパンと
ケバブ（シャワルマ）のイメージしかなかった身
には、湾岸アラブ諸国で主食ばりに米が食べられ
ているのは、珍食とは言えないまでも、案外意外
と感じたものだ。アラブと言いながら、食文化に
は歴史的な海上交通を通じたインドとの繋がりが
色濃くあらわれているのが興味深い。
マチブースはのせる具材によって鶏（マチブー
ス・ディヤーイー）、羊（マチブース・ラハム）、
魚（マチブース・サマク）の３種類がある。お手
頃なのは鶏だが、客人のおもてなしやハレの日の
食事には、やはり羊がメインになる。バーレーン
では魚（近海で獲れるマハタの一種で、ハムール
と呼ばれる）でもてなされることもある。基本は
大皿に盛られたものをそれぞれが取り分けて食べ
るのだが、地元料理を謳うレストランでは１人分
からでもサーブしてくれる。ひとりでは食べき
れないほど量が多いのは、もとがもてなしの食事
なので残して下げてもらうのがマナーだからなの
だろう。留学中、毎日の寮の食事に出てくるマチ
ブースは正直不味かったが、クウェート人の友人
宅でいただいた、母親お手製や東南アジア出身の
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家政婦の手によるもの、外国人コックが調理した
郷土料理レストランのもの、選挙キャンペーンで
の饗応や結婚式でのビュッフェなどでのケータリ
ングなど、いろいろな機会でマチブースをそれな
りに美味しくいただいた。それなり、というのは、
筆者に限らず出汁とうま味に長じた日本人には、
大味なので何か物足りなさを感じて飽きがきてし
まうからであろう。最大の問題は、出汁となる羊
肉の品質にあるのではないかと筆者は見ている。
　うまい羊肉はうまい。それがわかったのは2006
年にシリア北部のアレッポを訪れた時のことであ
る。適度の降水量があるので羊は自然の青草を食
んで育っているのだろう。生肉（クッベ・ナーイ
エ）も臭みがなく、躊躇なく平らげることができ
た。シリア産の羊肉は、わずかではあるがクウェ
ートにも輸出されているらしい。アラビア半島に
おいて羊は遊牧民の代表的な家畜であるが、国民
のほとんどが都市住民化したクウェートで流通
している羊肉の大部分は、オーストラリアからの
輸入ものである。断食月（ラマダーン）や犠牲祭
で羊肉の需要が高まる時期に、オーストラリアか
ら出港した船の中で、生きた羊が劣悪な環境にお
かれ、動物虐待だと問題視するニュースが流れる
のは恒例である。
　クウェート人もうまい羊肉を食べたいのは同じ
らしい。地産地消がブームなのか、新たに国産ブ
ランド羊肉をつくろう、という動きがあるようだ。
サウジアラビアとの国境に近い南部の、かつての
オアシス地域では、現代的な農場が広がり、その
一角で牛や山羊と一緒に羊が飼われている。農場
は地元流通大手が手掛けており、生産物は自社店
舗で試験的に販売しているそうだ。いずれ美味し
い地元産羊肉でもてなされてみたいものである。
クウェート南部・ワフラ地区の農場（筆者撮影）
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